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１ 福岡県の取組について
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福岡県マスコットキャラクター

～エコトンファミリー～



福岡県の取組①（外食時に）

１．食べられる量を注文する、食べられないものは先に伝える

２．乾杯後３０分間は席に着いて、お料理を楽しむ

３．宴会終了１０分前は席に戻って、もう一度お料理を楽しむ

食べ残しをなくそう３０・１０運動

＜呼びかけチラシ＞

＜県ＨＰ＞http://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/shoku-loss.html
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○ 事業概要

県内の飲食店及び食料品小売店を「福岡県食品ロス削減県民運動協力
店」（愛称：食べもの余らせん隊）として募集・登録し、登録店で食品ロス削
減の取組みを実施。食品ロス削減と県民の意識啓発を図る。

○ 対象店舗 福岡県内の飲食店、宿泊施設、食料品小売店

○ 登録要件 食品ロス削減への取組を一つ以上実践していること

○ 目標店舗数 １，０００店舗（平成３０年度まで）

福岡県の取組② 福岡県食品ロス削減県民運動協力店
（愛称：食べもの余らせん隊）
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飲食店等での取組

小売店での取組

「食べもの余らせん隊」
への登録

各段階の食品
ロスの削減

県民の食品
ロス削減へ
の意識醸成



取組項目・登録状況
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【飲食店等の独自の取組例】
・閉店後に残った料理を惣菜として販売（バイキングレストラン）
・食べ残し等をにわとりやヤギの餌にしている
【小売店の独自の取組例】
・ 残った生鮮食品は、加工して売場に出すようにしている

登録店舗数 ６１９店舗 （１月時点）



啓発資材（テーブルトップ）
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○B5サイズ

○主に飲食店に配布

○記載内容

・食品ロスの現状

・食べもの余らせん隊

・３０・１０運動



啓発資材（ステッカー等）
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ステッカー（A6サイズ、105×148mm）

※主に県域の店舗に配布

ポップ（100×100mm）

※主に政令市の店舗に配布

→各市町村管内の飲食店への“食べもの余らせん隊”の周知及び登録について御
協力願いたい



２ 食品ロス削減の啓発について
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①街頭啓発活動（古賀市・小竹町）

各市町のイベントで、食品ロス削減に関する街頭啓発活動を実施

イベント概要

○第３３回まつり古賀

会 場： 古賀市役所周辺

日 時： 11月12日（日） 9時～15時

○小竹町民まつり２０１７

会 場： 小竹町中央公民館周辺

日 時： 11月12日（日） 10時～15時

活動内容

・ 皮むきスポンジ約１，４００個（古賀市約１，０００個、小竹町約４００個）を来場者に配布

・ 皮むきスポンジについては来場者から好評であった

→各市町村でのイベントの際に県と連携した啓発を御検討いただきたい 9
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特定の年齢層にターゲットを絞った啓発資材を作成・活用し、当該

年齢層の県民を端緒に食品ロス削減の認識を浸透させていく

取組の目的

作成する資材 啓発対象：幼稚園・保育所等に通う年長児

作成観点：「食育」の資材としても活用できるもの

食品ロス削減の基礎知識として「好き嫌いをせず食べる」

ことを喚起するもの

資 材：紙芝居

②啓発資材の作成・活用

資材の活用 ・県内の保育施設、市町村（保育施設担当部署）等へ配布

→市町村管内の保育所・公立幼稚園への配布を依頼（３月下旬）

・「県政出前講座」で県職員が県政情報発信、啓発を行う場合に活用
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③ふくおか県政出前講座の実施

開催状況

概 要 ・ふくおか県政出前講座とは、県民が参加する集会等で、県職員が県
の取組について説明する事業

・食品ロス関係では、『「もったいない！」で考える、食品ロスの実情』と
いう講座のテーマで申込みを募集

・講座では“食品ロスの現状、福岡県の取組、食品ロス削減に向けた家
庭での取組”について説明

・実施件数・・・１２件

・申込団体・・・各地域のボランティア団体など

・参加総数・・・約３４０名

・受講者・・・高齢者など


